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＊強弱及びダイナミックレンジ
 
　　　・音 に関しての解釈がいかに統一されているか。
 
　　　・ダイナミックレンジの幅がいかに大きいか。
 
　　　・曲想を考慮した強弱の付け方ができているか。

＊表現方法
 
　　　・演奏者が曲想、曲の内容をいかに理解しているか。
 
　　　・曲想やテンポ等を考慮した表現がされているか。
 
　　　・視覚的な事柄に音楽的な配慮、表現がされているか。

＊スタイル
 
　　　・楽曲のジャンル的な特徴や、楽曲そのものの個性を演奏者がいかに理解しているか。

＊ミュ−ジシャンシップ
 
　　　・観客を意識、アピ−ルしようとする気持ちの強さと継続性。　　　　　　　　　　　　　　
 

 

＊呼吸法
 
　　　・ブレス、サポ−ト、ブロ−が正確に統一されているか。

＊発音の方法
 
　　　・アタック（タンギング・エアブロ−）が正確に統一されているか。

＊音質
 
　　　・無理のない自然な響きが得られているか。
 
　　　・ブレンド感とバランスを維持しているか。

＊テンポ及びタイミングの正確さ
 
　　　　・テンポ、タイミングがいかに正確か。

＊音程維持
 
　　　・チュ−ニングが正確になされているか。
 
　　　・旋律、和音音程、両 においてピッチコントロ−ルが正確か。

ザブラスクルーズ／審査内容の解説

基礎技術力

表現力

( The Brass Cruise :  Dec/17/2025 )
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○呼吸法に全く統一性が認められず、サポ−トもブロ−も極めて貧弱である。
○タンギングの発音が不揃いで　アンブシュアを維持する力が弱く、アタック
　が常に不明瞭でピッチも合っていない。楽器本来の音色がほとんどきかれ　
　ない。
○テンポ、タイミング等に関して個々の解釈、感じ方がまちまちで、演奏に
　明瞭さがない。全体に機械的な音楽となっている。
○チュ−ニングが出来ていず、ピッチが合うことが、ほとんどない。また、
　それを意識することも難しい。
○演奏を安定させるため、楽器を保持する方法の統一とその訓練が求められる。

○場面ごとの音楽や曲想に関して、解釈が統一されていない。
○演奏者の楽曲に対する理解が不十分で、音楽的な表現をする
　に至っていない。
○楽曲のスタイルや特徴を、演奏者が理解していない。
○観客に何かを伝えようとする姿勢が見受けられない。

○呼吸法において、息を吸うための努力は見受けられるが、十分な成果が
　認められない。のどや肩や上背部等にムダな力みがあるため、豊かで自然
　なブローが得られない。
○アタックが不揃いで、発音も統一されておらず、不明瞭なことが多い。 
○ブレスサポ−トやアンブシュアの安定感がなく、息の流れも喉のしまり
　などにより、スム−ズさを欠くことが多いため、個々の音がパ−トやライ
　ンとしてブレンドすることが少ない。
○テンポ、タイミング等に関する解釈は整っているように見受けられるが、
　運指の問題やアタック、リリ−スのタイミングミスが多く、演奏の明瞭
　さやインパクトが欠けている。
○チュ−ニングはある程度出来ているが、ピッチコントロ−ルが弱く、メロ
　ディやハ−モニ−を音楽的に奏することが、ほとんど出来ない。　　
 

○場面ごとの音楽や曲想に関して、統一された解釈が存在する
　様に感じられるが、不十分である。
○演奏者の楽曲に対する理解は浅く、音楽的な表現を試みては
　いるものの乏しい。
○楽曲のスタイルや特徴を、浅くではあるが理解している。
○観客を意識はしているが、表現しようとする姿勢が乏しい。

○呼吸法はほぼ統一されているが、時折サポ−トが失われたり、ブロ−の
　コントロ−ルが乱れるため不安定な響きや、荒々しい音色がきかれる。
○アタックは、ほぼ揃っているが、発音方法のバリエ−ションを統一性を
　もって　使いわけることが難しく不明瞭な響きがしばしばきかれる。
○ブレスサポ−トやアンブシュアはほぼ安定しているが、難しいフレ−ズ
　を奏する時などに音色のバラつきが、でてしまう。ｆ（フォルテ）時に
　荒くなり、ｐ（ピアノ）時に単に弱々しい響きになってしまいブレンド感
　も損なわれる。
○テンポ、タイミング等に関する解釈は十分に整っているが、運指上の問題
　やアタック・リリ−スのタイミングのズレにより、演奏の明瞭さやイン
　パクトを欠くことが時にある。
○チュ−ニングはほぼ出来ているが、メロディやハ−モニ−の音程が乱れる　
　ことが時折ある。　

○呼吸法は完に統一されており、常にリラックスした状態を
　保ちつつ、ダイナミクスや音域の高度な要求に対処出来る。
○発音は完全に統一されており、ダイナミクスやト−ンカラ−
　の変化をアタック時に即、表現でき、常に明瞭で十分なイン　
　パクトが得られている。
○多彩な音色をもっている。音質は豊かで、繊細且つ力強い。
　安定したブレス サポ−トやスム−ズで豊かなブロ−、そして、　
　適正なアパチュアサイズと柔軟に鍛えられたリップを駆使し
　ており、ｐ（ピアノ）やｆｆｆ（フォルティシシモ）を演奏
　する場合も、ブレンド感とバランスが失われることはない。 
○テンポ、タイミング等に関する解釈は完全に統一されており、
　パルス、ア−ティキュレ−ションも高度に音楽的で、リズム
　感も豊かである。
○音程維持は完全で、確固たるイヤ−トレ−ニングに裏付けられ　
　た正確なピッチコントロ−ルは、美しいイントネ−ションを
　生みだしている。

○呼吸法は十分に統一されているが、難しいフレ−ズを奏する場合やダイ　
　ナミクス、音域の高度な要求がある時にサポ−トやブロ−が乱れ、音質
　の劣化を招くことがある。
○発音方法はよく統一されており、アタックのバリエ−ションも豊富で、
　巧みなコントロ−ルがみられるが、稀にさく裂音やピッチの乱れがある。
○ブレスサポ−トやアンブシュアは十分に安定している。息の流れはスム−　
　ズで楽器本来の音色は得られているが、ｐ（ピアノ）やｆｆ（フォルティ
　シモ）を奏する際、稀にブレンド感を欠くことがある。
○テンポ、タイミング等に関する解釈は高度に統一されており、ア−ティ　
　キュレ−ションもきれいに整っているが、稀に小さなミスが見受けられる。
○よくチュ−ニングされており、メロディやハ−モニ−の音程もほぼ正確
　で、音楽的である。稀にピッチコントロ−ルのミスによる不明瞭な響き
　がきかれる。　　　　　

○場面ごとの音楽や曲想に関しての解釈はほぼ統一されており、表現にある
　程度幅も感じ取れるが十分でない。また、表現の仕方に、一部楽曲の　　　
　流れと一致していない場面が見受けられる。
○演奏者は楽曲の内容を十分理解しており、音楽的な表現を試みた部分は
　成功しているが、全体の中での割合は少ない。また、演奏者の様子から　　
　音楽性を感じられるが、とぎれる事が多い。
○演奏者が楽曲のスタイルや特徴を理解し、その個性を活かした表現をし
　ようと試みている。
○観客を意識し、アピールしようとする姿勢が感じ取れるが、精神的な力
　強さが十分でない為、試みているすべてが伝わる訳ではない。

○曲想的な解釈は、細かな部分まで統一されており、表現の幅も十分
　である。また、常に楽曲の流れを考慮した表現が試みられているが、
　まれに違和感を感じる場面が存在する。　
○演奏者の楽曲に対する理解は高度で、常に音楽的な表現を試みてい　
　るが、時折不十分に感じられる場 がある。また、演奏者の様子から
　も高い音楽性がうかがえるが、とぎれる時がまれにある。
○演奏者が楽曲のスタイルや特徴を十分理解し、常にその個性を活か　
　した表現をしようと試みており、そのほとんどが成功している。
○観客にアピールしようとする意志は十分力強く、多くの場合、意図　
　した内容は的確に伝わっているが、まれに意図した強さで伝わらな
　い場面がある。

○曲想的な解釈に関して、演奏者間での相違は一切見受けられず、
　これ以上無い程の幅で音楽的な表現がなされている。また、楽曲
　の流れ通りの　表現が終始し、違和感はまったく感じられない。
○演奏者は楽曲を完全に把握しており、音楽的な表現は高度かつ
　継続的になされ、不十分に感じる部分はまったく無い。また、
　演奏者の様子からは常に高い音楽性が感じとれ、楽曲の音楽表現
　にも貢献している。
○すべての演奏者が楽曲のスタイルや特徴を完全に理解している。
○表現者としてプロフェッショナリズムすら感じ取る事ができ、意図
　したすべてが十分に観客に伝わっている様子が、容易に判断出来る。

The Brass Cruise Criteria

( The Brass Cruise : Performance Criteria  Dec/17/2025 )


